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　人事部門の皆様は「DX」（デジタルトランスフォーメーシ
ョン）についてどのように理解し，どの程度，期待している
だろうか。「タレントマネジメント」「クラウドサービス」「テ
レワークシステム」といった流行の単語と同列に置いて「要
するにIT化をもっと進めようという話でしょう？」「人に関
わるウチの部署はほとんど関係ないよね」とアバウトに割り
切ってしまっているかもしれない。そうであるなら，本稿は
本質的な理解を一歩深める絶好の解説コンテンツになるだろ
う。DXは，従来の業務をIT化すれば効率的に改善されると
いう次元ではなく，データの蓄積と組み合わせによって，今
までとは違う（圧倒的に従来とは差のつく）仕組みを構築・
稼働させるムーブメントだと理解できる。人事部門では，例
えば「育成」「採用」「昇格管理」「適材適所」「ストレスマネ
ジメント」に（改善ではなく）変革の可能性が見出せる。担
当者として問われるのはデータを扱うセンスだが，それは計
算能力や電子デバイスに強いという意味ではなく，採用やア
セスメントの成功事例から本質となる因果関係を見極める観
察眼に重なるのではないだろうか。流行のカタカナやアルフ
ァベットにだまされないためにも，苦手意識，先入観を排し
て，DXの核となる捉え方を知っておきたい。
 （編集部）

警戒，あるいは飛びつく前に本質の理解を
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■DXとは何か？
（1）デジタルトランスフォーメーション（DX）と

は何か？
（2）進むデジタルトランスフォーメーション

■DXの人事への意味合い
  ● 人事におけるデジタルトランスフォーメー

ションとは

■人事におけるデジタルトランス
フォーメーションの実際
（1）人材育成におけるDXの例：人材育成が変わる
（2）採用分野におけるDXの例：採用業務が変わる
（3）昇格分野におけるDXの例：昇格業務が変わる
（4）最適配置におけるDXの例：適材適所が変わる
（5）ストレスマネジメントにおけるDXの例：

ストレスマネジメントが変わる

■デジタルトランスフォーメーションの
導入にあたって
（1）人事分野へのDX導入にあたって
（2）何がDXの成否を分けるのか？
（3）「データ」発想の重要性
（4）導入にあたっての注意点

■最後に

人事部門のDX入門
～業務のIT化とは次元の異なる戦略人事の見取図～
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